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来年は返還５０年の節目の年になります。国会で国民投票法改正の審議が

行なわれ、間もなく成立します。憲法改正の発議に一歩近づき、戦争ができ

る国づくりが着々と進んできています。黙っていることは簡単ですが、無関

心ではいられない所まできています。悲惨な戦争を二度と起こさせないため

に、もっと社会情勢に目をむけて平和運動を推し進めていきましょう！！ 
 

現在の沖縄県には、まだ多くの米軍関連

施設が残っており日本国民は全面返還を求

めています。現状として米軍の飛行機やヘ

リコプターの事故が起きたり、戦闘機など

の爆音が原因で夜眠れなかったり、学校の

授業での先生の声が聞きづらくなったりも

します。また、米軍基地から外出して犯罪

を起こす米兵の素行問題や飛行機などの燃

料油がもれて川や海を汚し、新基地建設で

沖縄の豊かな自然環境を壊してしまうな

ど、多くの大きな問題が起きています。 

 

私たちは沖縄の現状に関心を持って

いたでしょうか。 

私たちの中には沖縄＝楽しい旅行先と思っている人が多いと思います。し

かし、沖縄は本土防衛の拠点として県民の約４分１の人が亡くなる悲惨な地

上戦が行なわれてきた歴史があります。終戦後も米軍基地が居座り続け、国

土面積の０．６％の県土に今なお米軍施設の７０．３％が集中しています。 

    未だに残る米軍施設一覧      


